
日時：2025年3月9日（日）  10時～16時50分　
会場：茅ヶ崎市役所分庁舎6階　コミュニティホール
予約不要　当日先着200名
参加費無料（資料代別途必要）
主催：川崎市教育委員会・横須賀市教育委員会・
　　  茅ヶ崎市教育委員会・神奈川県考古学会
後援：神奈川県教育委員会
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（
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史
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０
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迎
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十
年
前
の
平
成
二
七
年
三
月
に
神
奈
川

県
内
で
国
か
ら
史
跡
指
定
を
受
け
た
貴
重

な
遺
跡
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
あ
き
ら
か
に

し
、ま
も
り
、伝
え
続
け
て
き
た
こ
と
で
史

跡
指
定
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
史
跡
を
こ
れ
か
ら
も
ま
も
り
、

活
か
し
、未
来
に
つ
た
え
て
い
く
た
め
に
、

指
定
十
年
の
節
目
に
記
念
と
な
る
講
演
会

を
開
催
し
、今
後
の
史
跡
の
保
存
と
活
用

に
向
け
て
、さ
ら
に
地
域
、行
政
、研
究
者

な
ど
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
機
会
を

創
出
し
ま
す
。
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史
跡
の
概
要
・
指
定
ま
で
の
歩
み
・
指
定
後
の

活
動
・
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
三
市
よ
り
報
告
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〇
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史
跡
指
定
後
の
課
題
把
握
と
今
後
に
向
け
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
松
田
氏

パ
ネ
ラ
ー
：
近
江
氏
、各
市
事
例
報
告
者

（開場9時30分）

川崎市へのお問合わせ先　　川崎市教育委員会生涯学習部文化財課　　　℡ 044-200-3306
横須賀市へのお問合わせ先　横須賀市教育委員会教育総務部生涯学習課　℡ 046-822-8484
茅 ヶ 崎市へのお問合わせ先　茅 ヶ  崎市教育委員会教育推進部社会教育課 　 ℡ 0467-81-7226
神奈川県考古学会へのお問合わせ先　soumu@koukokanagawa.com　
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川崎・横須賀・茅ヶ崎同時国史跡指定１０周年記念事業



　

約
千
三
百
年
前（
奈
良
時
代
〜
平
安
時

代
頃
）の
役
所
や
寺
の
遺
跡
で
、正
倉
と
思

わ
れ
る
高
床
式
倉
庫
が
四
棟
以
上
並
ん
で

い
る
こ
と
、政
庁
で
あ
る
正
殿
、正
殿
を
囲

む
脇
殿
、後
殿
が
存
在
す
る
こ
と
、こ
れ
ら

の
政
庁
と
正
倉
の
間
に
館
・
厨
と
想
定
さ
れ

る
建
物
群
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
施
設
が
存
在
す
る
範

囲
を
古
代
相
模
国
の
高
座
郡
家
と
し
て
と

ら
え
て
お
り
、そ
の
周
辺
に
は
下
寺
尾
廃
寺

（
七
堂
伽
藍
跡
）、祭
祀
場
、船
着
き
場
と
い

っ
た
同
時
期
の
関
連
遺
跡
が
ま
と
ま
っ
て
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

約
千
三
百
年
前（
奈
良
時
代
〜
平
安
時

代
頃
）の
古
代
武
蔵
国
橘
樹
郡
の
役
所
跡

で
あ
る「
橘
樹
郡
家
」と
、そ
の
西
側
に
隣

接
し
て
造
営
さ
れ
た
古
代
寺
院
跡「
影
向

寺
遺
跡
」が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
税
を
保
管
し
て
い
た
正
倉
と
思

わ
れ
る
高
床
式
倉
庫
が
多
数
並
び
、さ
ら

に
つ
く
り
直
さ
れ
て
い
る
様
子
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
川
崎
市
高
津
区
千
年

と
宮
前
区
野
川
本
町
の
周
辺
に
広
が
る
標

高
約
四
十
ｍ
の
丘
陵
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、

昨
年
正
倉
の
復
元
や
立
体
表
示
を
し
た
橘

樹
歴
史
公
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

群跡遺衙官樹橘市崎川

群跡遺衙官尾寺下市崎
　

ヶ茅

　

東
京
湾
要
塞
は
、明
治
か
ら
昭
和
前
期

陸
軍
が
首
都
東
京
を
防
衛
す
る
た
め
に
建

設
し
た
砲
台
群
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、猿
島
砲
台
跡（
明
治
十
七
年

竣
工
）と
千
代
ヶ
崎
砲
台
跡（
明
治
二
十
八

年
竣
工
）の
二
つ
の
砲
台
跡
は
築
城
当
初
の

姿
を
良
好
に
と
ど
め「
史
跡
東
京
湾
要
塞

跡
」と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
設
年
代
が
約
十
年
異
な
る
二
つ
の
砲

台
跡
を
比
較
す
る
と
建
築
資
材
の
変
化
や

西
洋
技
術
の
受
容
と
習
熟
、そ
の
背
景
に

あ
る
近
代
国
家
と
し
て
日
本
が
変
貌
し
て

い
く
過
程
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

跡塞要湾京東市賀須横

橘樹歴史公園全景

下寺尾廃寺（七堂伽藍跡）
第17次発掘調査の様子

千代ヶ崎砲台跡整備後空撮
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